
Outcome

（厚労省共通指標）

指標 

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子

A）分母のうち「非常に満足している」または「やや満足している」と回答

した外来患者数 

B）分母のうち「十分だった」または「まあまあ十分だった」と回答した外

来患者数 

C）分母のうち「十分に伝えられた」または「まあまあ伝えられた」と回答

した外来患者数 

分母

A)外来患者への満足度調査項目「全体としてこの病院に満足しています

か？」の設問有効回答数 

B)外来患者への満足度調査項目「これまでの病気や症状に対する診断や治療

方針について、今日までに医師から受けた説明は十分でしたか？」の設問有

効回答数 

C)外来患者への満足度調査項目「これまでの病気や症状に対する診断や治療

方針について、医師の説明を受けた際の疑問や意見は、医師に伝えられまし

たか？」の設問有効回答数"

収集

期間
年1回（12月）  

調整

方法

60 外来患者満足度 
Ａ）全体としてこの病院に満足していますか？ Ｂ）病気や症状に対する診
断や治療方針について、医師から受けた説明は十分でしたか？ Ｃ）病気や
症状に対する診断や治療方針について、医師の説明を受けた際の疑問や意見
は、医師に伝えられましたか？ 

 医療の質を測る基本項目として広く用いられている。 

 「受けた治療の結果」、「外来待ち時間」、「安全な治療」等に対する患者の満足度をみることは、医療の質の

直接的な評価といえる。 

A最小値69.09％ 25％値84.17％ 中央値90.48％ 75％値94.99％ 最大値97.81％ 回答病院 27施設 

B最小値77.98％ 25％値86.64％ 中央値90.38％ 75％値94.97％ 最大値98.38％ 回答病院 23施設 

C最小値76.23％ 25％値84.22％ 中央値89.67％ 75％値93.88％ 最大値98.54％ 回答病院 20施設 

 「A全体としての満足」について、80％以上の施設は、2019年度は28/38施設（74%）、2020年度22/28施設（79%）

と上昇している。また、90%以上の満足している施設は、2019年度は14/38施設（37%）、2020年度は16/27（59%）

と大きく飛躍している。「B医師の説明に対する満足」「C質問できたか」とも、前年より上昇しているが、有効

回答数が全体的に減少しており、サンプル数の減少をどう判断するべきか、ポストコロナ禍の課題と思われる。

回答数の中央値について、Aは前年の198.5から152.0、Bは189.5から109.0、Cは198.5から112.5と大幅に減少し

ており、コロナ禍でのサンプル数の取得に苦労したことが伺えることから、今後の調査や精査を行う必要があ

るのではないでしょうか。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

2020年間数値報告 

考察・分析 

改善・運用事例など 




















